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評価方法の提示

（１）実用化技術開発 （５０％共同研究）

研究内容研究内容

高性能・低コスト蓄電池等本体技術開発

○目的
・ウィンドファームレベルの風力発電、

MW級の太陽光発電に対応するMW級

（１）実用化技術開発 （５０％共同研究）

１MW級の蓄電システムを構築し、試験設備等において６ヶ月以上の実証試験を行い、
安全性、運転効率等の条件の確保を確認し、コスト見通し、寿命を評価する。

陽

の蓄電システムの開発。

・新エネルギーの出力変動の極小化、低
コスト、長寿命、安全、高性能なシステ
ムの実用化

（２）要素技術開発 （委託研究）

２０１０年度末に、５～２０ｋW程度のモジュールにおいて、寿命１０年、量産時のコスト
４万円/kWhを達成する。

ムの実用化。

・上記を達成するため、実用化技術開発、
要素技術開発、次世代技術開発、基盤
技術開発を実施する。

（３）次世代技術開発 （委託研究）

２０３０年時点での量産時コスト１．５万円/kWh、寿命２０年を目指す。

（３）共通基盤研究 （委託研究）

安全性、寿命等の性能評価・標準化の検討など、共通基盤的調査、研究を実施する。

ま と めま と め

系統安定化のための蓄電池としては、いくつかの特性で従来の鉛電池よりも
優れた特長を示す電池が開発されてきているものの、系統安定化用の蓄電池
として特性・寿命・コスト等の全て要件を満足するためには 蓄電池の得手をとして特性 寿命 コスト等の全て要件を満足するためには、蓄電池の得手を
伸ばし、不得手を抑えるシステムの構築に加え、可能性のある蓄電池系の系
統安定化用途に向けた技術開発も引き続き必要と考えられる。

コスト目標を検討するに当たり、風力及び太陽光発電の定格出力に対する最
適な所要蓄電容量（Wh）については、ユーザー主導のもと、産学官が協力し
て引き続き検討する必要があると考えられる。引き続き検討する必要 ある 考えられる。

コスト見通しとしては、ニッケル水素電池・リチウムイオン電池とも、2010 年頃
に 5～4 万円/kWhレベルを達成すべく国の技術開発プロジェクトが推進され

さ 年 向 を 指 特ている。さらに 2030 年頃に向けて、1.5 ～ 0.5 万円/kWh を目指しており、特

に、系統安定化用途ではエネルギー密度向上への優先度が高くないことに注
目し、電極や電池構成部材、電池構造設計など全てにおいて低コスト化を優
先した技術の選択を進めることが重要と考えられる。
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